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システムの特徴 

刊行物アーカイブ公開システム 試行版 

NII連想情報学研究開発センターでは、東京文化財研究所と共同で当研究所が刊行してきた学術論文誌などをデジタルアー
カイブし、より多くの研究者が活用できる公開システムを研究しています。このシステムでは、研究者だけでなく文化財に
興味関心の高い一般ユーザにも内容が容易に理解できるサービスを目指しています。論文アーカイブの閲覧には、NII連想
情報学研究開発センターが開発を進めている電子論文閲覧システム「Sidenoter(サイドノーター)」を利用、閲覧中のペー
ジと関連する情報を動的に計算して表示したり、本文中の索引語を自動生成することができます。デジタル化された論文
ならではの閲覧方法を提供します。 

研究内容 

研究の内容 

自動注釈付与機能で 
多様な情報源を参照 
できます 

索引を自動的に生成 
章立てや論文ごとに索引語の 
出現数を視覚的に把握できます 目次をいつでも確認できるほか 

本文全文を検索することができます 



地域デジタルアーカイブの活用促進を促す 
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システムの特徴 

街の記憶縦覧システム 

東日本大震災「３・１１」によって私たちは、地域の記
憶をいかに記録していくべきか、その記録をどのように活
用し、またどのように次世代に伝えていくべきかという課
題に直面しています。NII連想情報学研究開発センターで
は、こうした課題に取り組む、さまざまな地域・自治体な
どと共同で実証的な研究を進めています。 

研究内容 

研究の前提 研究の目的 
地域の歴史や歩みを知るうえで、古地図や古写真は大変有
意義な資料です。街の変遷を振り返ることができるほか、
自然・風俗・習慣といったその地域ならではの姿が写って
います。こうした資料に位置情報や時間情報などを付けて
整理できるデータベースシステムを構築、地域ごとの課
題・要請に合ったさまざまな活用サービスの展開につな
げていきます。 

Windows 8 ＋ Internet Explorer 10 ＋ JavaScript ＋ HTML5 を最大限に活用することで 
特別なシステムを必要としないビューアを実現！ 

① 

タッチパネルによる操作性を重視し、さまざまな閲覧機能を用意することで 
こどもからご年配まで幅広いユーザ層が活用できるサービスを提供 

③ さまざまな地域情報を総合的に整理・登録できるバックエンド(データベース)を合わせて開発 
古地図・古写真ビューアだけでなく、地域情報活用システム開発に応用！ 

② 

オリジナル散歩地図作成システムとして応用展開 地域情報をストックできるバックエンドシステムを開発 
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